
　
「
第

回
日
本
産
業
技
術
大
賞
」

日
刊
工
業
新
聞
社
主
催

の
贈
賞
式
が
き
ょ
う

時
か
ら
東
京
・
飯
田
橋

の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
で
行
わ
れ
る
。
最
高
位
の
内
閣
総
理
大
臣
賞
に
は
大
成
建
設
の
「
ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡

横
断
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
」
が
輝
い
た
。
次
い
で
文
部
科
学
大
臣
賞
に
は
川
崎
重
工
業
の
「
鉄
道
車
両
用
新
型
台
車

ｅ
ｆ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

」
、
審
査
委
員
会
特
別
賞
に
は
杉
野
ゴ
ム
化
学
工
業
所
な
ど
に
よ
る
「
産
学
官
金
連
携
に
よ

る
江
戸
っ
子
１
号
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
選
ば
れ
た
。
日
本
産
業
技
術
大
賞
は
わ
が
国
の
産
業
の
発
展
に
貢
献
し
た

技
術
開
発
成
果
を
毎
年
選
定
し
、
開
発
・
実
用
化
し
た
企
業
・
団
体
、
グ
ル
ー
プ
を
表
彰
す
る
も
の
。
産
業
界
に

お
け
る
革
新
的
な
大
型
技
術
、
シ
ス
テ
ム
技
術
の
開
発
を
奨
励
す
る
た
め
に
１
９
７
２
年
に
創
設
さ
れ
た
。
主
要

産
業
団
体
や
学
会
な
ど
を
通
じ
て
推
薦
さ
れ
た
技
術
の
中
か
ら
、
学
識
経
験
者
ら
で
構
成
す
る
審
査
委
員
会

委

員
長

原
山
優
子
総
合
科
学
技
術
会
議
議
員
、
次
ペ
ー
ジ
に
委
員
一
覧

が
厳
正
に
審
査
し
て
決
定
し
た
。

建
設
技
術
で
１
５
０
年
来
の
夢
実
現

内閣総理大臣賞ボスポラス海峡横断鉄道トンネル
大
成
建
設

函体のえい航作業

欧
州
側
旧
市
街
地
の
地
下
に

建
設
さ
れ
た
イ
ェ
ニ
カ
プ
駅

本社主催第回日本産業技術大賞きょう贈賞式

入念な準備、高度な制御施工法の選択肢広げる

ト
ン
ネ
ル
の

貫
通
式
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欧
ア
ジ
ア
結
ぶ

　
ト
ル
コ
建
国

周
年
に
あ

た
る
２
０
１
３
年

月

日
。
同
国
最
大
の
都
市
で
あ

る
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
を
ア
ジ

ア
側
と
欧
州
側
に
隔
て
る
ボ

ス
ポ
ラ
ス
海
峡
の
海
底
を
、

わ
ず
か
数
分
で
走
り
抜
け
る

横
断
鉄
道
が
開
通
し
た
。
１

５
０
年
前
に
構
想
図
が
描
か

れ
て
い
た
も
の
の
技
術
的
な

ハ
ー
ド
ル
は
高
く
、
イ
ス
タ

ン
ブ
ー
ル
市
民
に
と
っ
て
長

年
の
夢
だ
っ
た
。
そ
れ
を
実

現
し
た
の
が
日
本
の
政
府
開

発
援
助

Ｏ
Ｄ
Ａ

に
よ
る

資
金
供
与
と
建
設
技
術
。
大

成
建
設
が
地
元
企
業
２
社
と

の
共
同
企
業
体

Ｊ
Ｖ

を

組
ん
で
工
事
を
請
け
負
い
、

約
９
年
で
完
成
さ
せ
た
。

　
ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
に
は
２

本
の
道
路
橋
が
あ
る
が
、
経

済
発
展
と
と
も
に
周
辺
市
街

地
を
含
め
て
交
通
渋
滞
が
深

刻
化
し
て
い
た
。
横
断
鉄
道

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
２
本
の
橋

の
南
に
、
幅
２

近
く
の

海
峡
を
挟
ん
で
全
長

・
６

の
鉄
道
ト
ン
ネ
ル

複

線

を
構
築
し
、
４
駅
を
設

け
る
も
の
。
ト
ル
コ
政
府
の

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

現
地
で
は
「
マ
ル
マ
ラ
イ
計

画
」
と
呼
ば
れ
、
欧
亜
両
大

陸
に
ま
た
が
る
マ
ル
マ
ラ
海

沿
岸
の
総
延
長

を
結

ぶ
「
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
大
都

市
圏
通
勤
鉄
道
」
の
幹
線
に

な
る
。

　
海
峡
部
に
は
別
な
場
所
で

製
作
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト

Ｒ
Ｃ

の
巨
大
な
箱

函か
ん

体

を
現
場
ま
で
え
い
航
し

た
いて

沈
設
す
る
沈
埋
工
法
、
陸

上
で
は
駅
部
分
を
除
き
、
掘

削
機
の
後
方
で
セ
グ
メ
ン
ト

と
呼
ば
れ
る
Ｒ
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク

を
組
み
付
け
て
い
く
シ
ー
ル

ド
工
法
が
採
用
さ
れ
た
。

　
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
工
区

の
責
任
者
を
務
め
た
今
石
尚

国
際
支
店
土
木
部
部
長
は

「
と
に
か
く
初
物
づ
く
し

で
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
連
続
だ
っ

た
」
と
苦
労
を
振
り
返
る
。

　
ま
ず
、
そ
れ
ま
で
大
成
建

は
ト
ル
コ
で
施
工
実
績
が
な

く
、
初
仕
事
で
い
き
な
り
の

大
規
模
工
事
。
Ｒ
Ｃ
函
体
を

沈
設
す
る
海
底
は
最
深
部
で

約

あ
り
、
こ
れ
ま
で
最

も
深
い
施
工
事
例
だ
っ
た

を
大
き
く
上
回
る
。
当

然
、
作
業
中
は
も
ち
ろ
ん
沈

設
後
も
函
体
が
高
水
圧
に
さ

ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
安

全
・
確
実
な
施
工
へ
の
徹
底

し
た
配
慮
が
必
要
だ
っ
た
。

し
か
も
海
峡
の
両
岸
は
岩
盤

で
浅
海
域
が
広
が
り
、
作
業

用
の
立
て
坑
の
設
置
が
難
し

く
、
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
を
海

底
の
函
体
に
直
接
到
達
さ
せ

る
と
い
う
世
界
初
の
試
み
に

挑
戦
し
た
。

急
潮
流
を
予
測

　
ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
は
潮
止

ま
り
が
な
く
、
海
峡
が
結
ぶ

黒
海
と
マ
ル
マ
ラ
海
の
塩
分

濃
度
の
違
い
な
ど
か
ら
表
層

と
底
層
で
流
れ
が
逆
に
な
る

複
雑
な
海
象
条
件
。
現
場
か

ら
約

離
れ
た
特
設
ヤ

ー
ド
で
製
作
し
た
函
体
を
え

い
航
し
て
着
床
・
接
合
す
る

沈
設
作
業
は
途
中
で
止
め
ら

れ
な
い
た
め
、
作
業
開
始
の

可
否
判
断
に
は
向
こ
う

時

間
の
潮
流
を
正
確
に
予
測
す

る
こ
と
が
不
可
欠
だ
っ
た
。

大
成
建
は
気
象
予
報
を
加
味

し
て
潮
流
の
変
化
を
予
測
す

る
解
析
シ
ス
テ
ム
を
開
発
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
、
日
本
で
解
析
・
予
測
し

た
情
報
を
両
国
に
い
る
技
術

者
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
共
有

で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
、
大
水

深
・
急
潮
流
下
で
の
沈
設
作

業
に
威
力
を
発
揮
し
た
。

　
ま
た
、
事
前
に
水
槽
で
模

型
に
よ
る
沈
設
実
験
を
行

い
、
潮
流
に
対
す
る
函
体
の

挙
動
や
ア
ン
カ
ー
ワ
イ
ヤ
の

係
留
力
を
確
認
し
、
作
業
船

に
よ
る
施
工
計
画
を
作
り
込

ん
だ
。
入
念
な
準
備
や
検
証

に
よ
り
、
最
長
で
１
３
５

あ
る
函
体

基
す
べ
て
を
許

容
誤
差
８

以
内
で
沈
設

す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い

る
。

　
こ
れ
ま
で
沈
埋
工
法
は
発

進
立
て
坑
と
到
達
立
て
坑
を

設
け
順
次
、
函
体
を
沈
設
し

て
ト
ン
ネ
ル
を
構
築
す
る
の

が
常
識
。
陸
上
側
の
ト
ン
ネ

ル
も
立
て
坑
に
到
達
さ
せ
れ

ば
よ
く
、
立
て
坑
が
あ
る
程

度
の
誤
差
を
許
容
す
る
役
割

も
果
た
し
て
い
た
。
し
か

し
、
ボ
ス
ポ
ラ
ス

海
峡
で
は
地
勢
的

に
発
進
立
て
坑
の

設
置
が
難
し
く
、

か
な
り
の
工
期
と

コ
ス
ト
ア
ッ
プ
が

予
想
さ
れ
た
。
こ

の
た
め
岸
辺
か
ら

ア
ジ
ア
側
で
約
３

５
０

、
欧
州
側

で
約
２
０
０

離

れ
た
沖
合
の
区
間

の
み
に
沈
埋
工
法

を
適
用
。
海
峡
下

で
シ
ー
ル
ド
ト
ン

ネ
ル
と
接
続
す
る

前
例
の
な
い
工
法

を
選
択
し
た
。

　
ア
ジ
ア
側
で
海

峡
に
最
初
の
函
体

を
沈
設
し
た
後
、

海
上
ま
で
長
さ

の
鋼
製
仮
設
立

て
坑

ア
ク
セ
ス
シ
ャ
フ

ト

を
取
り
付
け
て
桟
橋
と

連
絡
橋
で
陸
地
と
結
び
、
作

業
員
の
動
線
と
資
機
材
の
搬

入
路
と
し
た
。
こ
の
発
進
・

到
達
立
て
坑
の
な
い
施
工
方

法
に
よ
り
１
年
の
工
期
短
縮

と

％
の
工
費
削
減
を
実

現
。
欧
亜
双
方
の
地
下
駅
部

分
か
ら
、
海
底
に
埋
め
ら
れ

た
函
体
に
向
け
て
約
１

掘
り
進
ん
だ
シ
ー
ル
ド
マ
シ

ン
は
２

以
内
の
誤
差
で

到
達
し
、
正
確
な
計
測
に
基

づ
く
高
度
な
制
御
技
術
を
証

明
し
た
。

　
海
峡
部
の
沈
埋
ト
ン
ネ
ル

は
上
下
線
が
入
る
幅

・
３

の
函
体

基
で
延
長
１
３

８
７

。
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ

ル
は
単
線
２
本

上
下
線
各

１
本

を
併
設
。
外
径
８

の
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
５
台
で

総
延
長
１
万
８
７
２
０

を

掘
削
し
た
。
Ｒ
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク

を
組
み
付
け
て
リ
ン
グ
状
に

な
っ
た
セ
グ
メ
ン
ト
は
幅
が

１
５
０
０

あ
り
、
約
１

万
３
０
０
０
本
と
い
う
壮
大

な
ス
ケ
ー
ル
。

厳
密
な
工
程
管
理

　
欧
州
側
で
は
シ
ー
ル
ド
マ

シ
ン
の
発
進
基
地
と
な
る
地

下
駅
工
事
で
遺
跡
が
出
土

し
、
調
査
の
た
め
掘
削
開
始

が
約
３
年
も
遅
れ
た
。
だ

が
、
工
事
が
先
行
し
た
ア
ジ

ア
側
の
掘
削
で
得
た
知
見
を

生
か
し
て
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン

に
改
善
を
加
え
、
工
程
見
直

し
と
厳
密
な
施
工
管
理
に
よ

り
ト
ル
コ
建
国

周
年
に
間

に
合
わ
せ
た
。
も
と
も
と
親

日
的
な
ト
ル
コ
だ
が
、
工
期

を
き
っ
ち
り
守
る
日
本
の
建

設
会
社
の
仕
事
ぶ
り
が
改
め

て
評
価
さ
れ
、
今
後
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
で
も
役
割
が
強
く

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
工
区
の
責

任
者
だ
っ
た
小
山
文
男
調
達

本
部
調
達
第
二
部
長
は
「
急

潮
流
で
知
ら
れ
る
ボ
ス
ポ
ラ

ス
海
峡
の
海
底

に
沈
埋

ト
ン
ネ
ル
を
完
成
さ
せ
た
こ

と
は
従
来
の
認
識
を
超
え
る

だ
け
で
な
く
、
海
底
ト
ン
ネ

ル
施
工
法
の
選
択
肢
を
広
げ

た
点
で
社
会
的
に
貢
献
で
き

た
と
自
負
し
て
い
る
」
と
語

る
。

　
海
外
で
は
マ
レ
ー
半
島
の

最
南
端
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

面
す
る
マ
レ
ー
シ
ア
が
、
海

峡
部
の
ジ
ョ
ホ
ー
ル
バ
ル
地

域
一
帯
を
巨
大
都
市
へ
と
開

発
し
て
い
く
「
イ
ス
カ
ン
ダ

ル
計
画
」
に
お
い
て
海
峡
横

断
ト
ン
ネ
ル
構
想
を
描
く
な

ど
、
大
規
模
な
海
底
ト
ン
ネ

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
。

ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
横
断
ト
ン

ネ
ル
を
手
が
け
た
大
成
建
の

建
設
技
術
が
、
日
本
の
プ
レ

ゼ
ン
ス
を
高
め
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。


